
出展元：株式会社よこてＥサービス

①平成30年度上半期（4月～9月）の環境モニタリング結果

1.排ガス測定

　7月の一酸化炭素測定において1号炉の測定値が保証値を超過しました。

　原因は、焼却炉へ投入するごみの水分が夏季で多く含まれていたためであり、ごみ供給量

を調整することで燃焼が適切となり、連続分析計による測定値でも状況が改善されたことを

確認しています。

　一酸化炭素濃度と関連するダイオキシン類濃度は、7月同日に測定しておりましたが、保証

値を満たしていることから環境へ影響ないことが確認されています。

ばいじん 窒素酸化物 塩化水素 硫黄酸化物 一酸化炭素 水銀

（g/㎥N） (ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (μg/㎥)

4月 ＜0.001 49 38 11 4 2.7
5月 － － － 9.9 － －
7月 ＜0.001 53 22 8 24 3.8
10月 ＜0.001 43 19 10 4 1.1
1月

2月 － － － － －
4月 ＜0.001 56 47 10 8 1.3
5月 － － － 10 － －
7月 ＜0.001 54 10 2.6 2 6.0
10月 ＜0.001 44 35 16 4 3.7
1月

2月 － － － － －
0.007 80 50 30 20 －
0.15 250 430 約6,000 100 50

※ばいじん濃度、窒素酸化物、塩化水素についての結果は酸素濃度12％換算値

※一酸化炭素は4時間平均値

※空欄は測定予定、”－”は測定が予定されていないことを示します。

※参考（単位解説）

g/㎥（グラムパー立法メートル）

　１立法メートル当たりに含まれる量（密度）

ppm（ピーピーエム）

　百万分のいくつであるかを表す語。濃度や成分比の単位。百万分率。

μg/㎥（マイクログラムパー立法メートル）

　１立法メートル当たりに含まれる量（密度）、マイクログラムは１グラムの１００万分の１。

1）クリーンプラザよこて運営状況について

測定の結果

基準値（法規制値）

基準値（保証値）

測定の位置 月

排ガス
（1号炉）

排ガス
（2号炉）
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2.排ガス中のダイオキシン類濃度（ng-TEQ/g）
Ｈ29.4 Ｈ29.7 Ｈ29.10 Ｈ30.1 Ｈ30.4 Ｈ30.7

1号炉 0.0084 0.000082 0.000086 0.000068 0.0073 0.00025
2号炉 0.0059 0.0017 0.000087 0.00033 0.00029 0.0043
保証値 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04
基準値（法規制値） 5 5 5 5 5 5
　　測定値は基準値を満たしています。

※参考（単位解説）

ng-TEQ/㎥：ナノグラム　ティーイーキュー　パー　立法メートル

　１立法メートル当たりに含まれる量（密度）、ナノグラム＝１グラムの１０億分の１

　TEQ＝毒性等量。ダイオキシン類は複数の種類があり、量で比較すると危険度が把握でき

　　　　　ないことから、最も毒性が強い2，3，7，8－TCDDの毒性に換算して比較するための単位。

3.焼却灰中のダイオキシン類濃度（ng-TEQ/ｇ-dry）
Ｈ29.4 Ｈ29.7 Ｈ29.10 Ｈ30.1 Ｈ30.4 Ｈ30.7

焼却残さ（1号炉） 0 0 0 0 0 0
焼却残さ（2号炉） 0.00063 0 0 0 0 0.000012
集じん灰（1検体目） 0.27 0.33 0.30 0.27 0.38 0.58
集じん灰（2検体目） 0.36 0.28 0.26 0.20 0.25 0.56
基準値（法規制値） 3 3 3 3 3 3
　　測定値は基準値を満たしています。

※参考（単位解説）

ng-TEQ/ｇ-dry：ナノグラム　ティーイーキュー　パー　グラム　ドライ

　乾燥させた１グラムの試料に含まれる量（密度）、ナノグラム＝１グラムの１０億分の１
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②平成30年度上半期（4月～9月）の運転実績

1.ごみ搬入量
ごみ搬入量（ｔ）

H29総量 H29上半期 H30上半期
対前年度
進捗率
（％）

対前年度
上半期進
捗率（％）

【家庭系ごみ】 21432.21 12563.78 11165.11 52.10 88.87
　燃やすごみ 16934.86 9995.58 8563.43 50.57 85.67
　燃やさないごみ 221.49 131.24 104.24 47.06 79.43
　資源ごみ 3664.37 2017.73 2050.04 55.95 101.60
　粗大ごみ 611.50 419.23 447.40 73.17 106.72
【事業系ごみ】 8352.74 4400.64 4345.47 52.02 98.75
　燃やすごみ 8049.55 4230.69 4174.34 51.86 98.67
　燃やさないごみ 4.78 3.00 2.16 45.19 72.00
　資源ごみ 107.73 60.11 50.74 47.10 84.41
　粗大ごみ 190.68 106.84 118.23 62.00 110.66

　　月別ごみ搬入量の推移（H28.4～）

0100 20100 40100 60100 80100 100100 120100

【家庭系ごみ】

燃やすごみ
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2.焼却量及び発電量
　　5月は1号炉及び7月は2号炉の定期整備のため焼却炉を停止したことから、焼却量及び発電電力量が
　低下しています。

焼却量及び発電量
H30.4 H30.5 H30.6 H30.7 H30.8 H30.9 H30上半期

1号炉（ｔ） 1140.49 461.22 1268.25 1367.09 1350.51 1309.78 6897.34
2号炉（ｔ） 1007.09 1264.71 1211.82 581.67 1370.37 1279.20 6714.86
発電量（MWｈ） 987.80 721.19 1069.58 769.85 1078.52 1010.60 5637.54

※参考（単位解説）
MWｈ：メガワットアワー
　　１時間当たりの発電量を表す単位（１時間当たりに使う電力量も同じ単位を使用）。
　　１メガワットは、1,000キロワット。
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③資源物等の搬出量

1.資源物搬出量（ｔ）

H29総量 H29上半期 H30上半期
対前年度進
捗率（％）

対前年度上
半期進捗率
（％）

破砕鉄 136.51 86.14 95.51 69.97 110.88

破砕アルミ 13.50 8.68 9.40 69.63 108.29

金属類 199.68 114.08 143.17 71.70 125.50

缶成型品（アルミ） 151.30 82.90 82.17 54.31 99.12

缶成型品（鉄） 97.16 54.87 50.84 52.33 92.66

古紙成型品（新聞） 547.06 309.68 315.66 57.70 101.93

古紙成型品（雑誌） 784.86 423.25 391.06 49.83 92.39
古紙成型品(ダンボール) 318.43 175.05 176.25 55.35 100.69

衣類 115.85 83.80 62.46 53.91 74.53

乾電池・蛍光灯 40.12 20.23 15.44 38.48 76.32

ガラス・せともの 251.86 166.40 179.46 71.25 107.85

生きびん 63.55 33.98 29.16 45.89 85.82

カレット（無色） 262.62 142.09 146.51 55.79 103.11

カレット（茶色） 293.05 168.28 159.05 54.27 94.52

カレット（その他） 113.33 56.69 66.95 59.08 118.10

小型家電（コード類） 5.68 2.15 5.01 88.20 233.02
小型家電（電子機器） 6.84 1.26 2.97 43.42 235.71

　⇒　色塗りの品目は売却収入のある品目

2.焼却灰搬出量（ｔ）

H29総量 H29上半期 H30上半期
対前年度進
捗率（％）

対前年度上
半期進捗率
（％）

主灰 1608.32 864.04 767.79 47.74 88.86
飛灰 975.20 507.14 545.07 55.89 107.48
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④平成30年度の改良・修繕実績

１．平成30年度11月までの改良・修繕実績は以下のとおりです。

記

4　月 ・特記事項なし

5　月 ・(熱回収施設)№1ごみクレーン：開閉不良の点検整備。

6　月 ・(建築)ランプウェイ：外壁補修、ひび割れ補修。
・(熱回収施設)№1ごみクレーン：開閉不良の再点検及び調整。

7　月 ・(2号焼却炉)ボイラ灰排出装置：スクリュー軸不具合、仮補修。

8　月 ・(建築)リサイクルセンター及び熱回収施設床面：塗床はがれ補修。

9　月 ・特記事項なし

10　月 ・特記事項なし

11　月 ・(2号焼却炉)ボイラ灰排出装置：スクリュー軸不具合、本補修。
・(1,2号焼却炉)灰搬出装置：動作改善工事。

12　月

1　月

2　月

3　月

クリーンプラザよこて運営状況について
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⑤平成30年度再生品の譲渡実績

１．再生品の無償譲渡について
　　「粗大ごみ」として搬入された家具類を、廃棄者の許可を得て再生品として提供しています。
　下表の件数のとおり再生及び無償譲渡を実施しています。
　　年4回の再生品提供会を実施しています。再生品は提供会2回に渡り抽選され、抽選漏れ品
　はその後2回の開催期間に渡り希望者に先着で譲渡されます。最終的に希望者のない再生
　品は処分いたします。

（単位：件）

再生 譲渡 処分 翌年度 実施内容

持越し

4月 準備期間

5月 準備期間

6月 準備期間

7月 準備期間

8月 42 申込抽選受付

9月 24 抽選会・当選品引取り

10月 準備期間・前回抽選漏れ品の提供

11月 60 申込抽選受付

12月 39 5 抽選会・当選品引取り

1月 2 準備期間・前回抽選漏れ品の提供

2月 38 2 申込抽選受付

3月 40 抽選会・当選品引取り

140 107 5 28

4月 2 準備期間・前回抽選漏れ品の提供

5月 43 8 申込抽選受付

6月 35 2 抽選会・当選品引取り

7月 4 準備期間・前回抽選漏れ品の提供

8月 47 1 申込抽選受付

9月 46 3 抽選会・当選品引取り

10月 準備期間・前回抽選漏れ品の提供

11月 55 4 申込抽選受付

12月 40 1 抽選会・当選品引取り

1月 8 準備期間・前回抽選漏れ品の提供

2月 57 申込抽選受付

3月 37 抽選会・当選品引取り

202 185 6 39

4月 17 準備期間・前回抽選漏れ品の提供

5月 68 1 申込抽選受付

6月 46 抽選会・当選品引取り

7月 11 準備期間・前回抽選漏れ品の提供

8月 70 申込抽選受付

9月 54 抽選会・当選品引取り

10月 18 準備期間・前回抽選漏れ品の提供

11月 71 申込抽選受付

12月 抽選会・当選品引取り

1月 準備期間・前回抽選漏れ品の提供

2月 申込抽選受付

3月 抽選会・当選品引取り

209 147 0

551 439 11 -合計
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